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人
に
は
「
幻
聴
や
幻
覚
だ
」

と
言
わ
れ
て
も
、
私
に
は
見
え

る
し
話
も
で
き
る
、
体
感
も
あ

る
。
出
合
い
は
６
歳
。
家
族
は

祖
父
母
と
父
、
身
重
の
母
、
姉

２
人
だ
っ
た
。

　
母
の
出
産
が
近
づ
く
に
連
れ

「
生
ま
れ
た
ら
お
母
さ
ん
を
取

ら
れ
て
し
ま
う
」
と
毎
日
、
不

安
で
仕
方
な
か
っ
た
。

　
あ
る
日
「
大
丈
夫
だ
よ
」
と

女
性
の
声
が
聞
こ
え
た
。
小
ぎ

れ
い
な
女
性
で
、
私
を
抱
き
し

め
て
く
れ
た
。
温
も
り
も
感
じ

た
。
い
つ
し
か
「
雅
子
さ
ん
」

と
呼
ん
で
い
た
。
そ
れ
か
ら
、

雅
子
さ
ん
は
い
つ
も
そ
ば
に
い

て
慰
め
、
励
ま
し
て
く
れ
る
。

　

本
当
に
母
を
取
ら
れ
て
し

ま
っ
た
と
思
っ
た
。
同
時
に「
雅

子
さ
ん
が
お
母
さ
ん
だ
っ
た
ら
」

と
思
い
を
募
ら
せ
た
。

　
中
学
に
進
む
と
、
学
校
で
の

人
間
関
係
に
悩
む
よ
う
に
な
っ

た
。
眠
れ
な
い
日
が
続
き
、
苦

し
か
っ
た
。

　
初
め
て
精
神
科
へ
、
母
か
ら

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
高
校
の
３
年
間
は
楽
し
か
っ

た
。
市
外
の
高
校
で
、
家
か
ら

駅
ま
で
自
転
車
、
そ
の
先
は
電

車
だ
っ
た
。雅
子
さ
ん
も
毎
朝
、

一
緒
に
自
転
車
で
駅
ま
で
付
き

添
っ
て
く
れ
た
。
今
、
思
い
出

し
て
も
楽
し
い
。

　

19
歳
の
頃
は
「
う
つ
病
だ
」

と
思
い
込
ん
で
い
た
。

　
21
歳
。
ふ
さ
ぎ
込
ん
だ
。
母

に
促
さ
れ
、
勤
め
に
出
た
。

　
25
歳
。
市
外
に
住
む
高
校
の

先
輩
と
結
婚
。
相
手
に
は
、
う

つ
気
味
で
精
神
科
に
通
っ
て
い

る
と
打
ち
明
け
て
い
た
。

　

26
歳
で
男
児
を
出
産
し
た
。

し
か
し
、
婚
家
に
な
じ
め
ず
、

体
調
を
崩
し
た
。

　
28
歳
で
離
婚
。
親
権
を
得
て

長
男
を
連
れ
、実
家
に
戻
っ
た
。

幼少期に「雅子さん」現われ幼少期に「雅子さん」現われ巻頭
特集

　
幻
覚
・
幻
聴
が
症
状
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
統
合

失
調
症
。
深
刻
な
精
神
障
害
の
一
つ
で
、
発
症
す
る
と

社
会
や
人
と
疎
遠
に
な
り
が
ち
な
う
え
、
自
殺
志
向
が

強
く
、
治
療
や
周
囲
の
支
援
が
欠
か
せ
な
い
。
当
事
者

は
幻
聴
・
幻
覚
を
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
始
め
、
ど

の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
。
多
様
な
症
状
が
あ

る
と
い
う
統
合
失
調
症
の
当
事
者
の
一
例
に
過
ぎ
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
幻
聴
・
幻
覚
が
始
ま
っ
て
40
年
近

い
と
い
う
、
五
泉
市
の
星
野
佳
子
さ
ん
＝
40
代
半
ば
＝

か
ら
、
自
身
の
半
生
と
心
の
中
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

統
合
失
調
症

幻
聴
幻
覚
と
と
も
に

自身の半生と心の中を語る星野佳子さん

独　
　
白

星野 佳子 さん
＝ 五 泉 市 ＝

不
安
な
心
に「
大
丈
夫
よ
」

40
年
近
く

い
つ
も
そ
ば
で
励
ま
し

　

五
泉
市
の
郊
外
、
菅
名
岳
の
麓

の
集
落
に
立
つ
古
民
家
の
実
家
で
、

農
業
を
手
伝
い
な
が
ら
高
校
生
の

長
男
と
70
代
の
母
、
そ
れ
に
自
身

の
弟
の
４
人
で
暮
ら
す
。

　

母
は
長
男
を
出
産
し
た
。
弟
に

は
病
気
が
あ
り
、
治
療
の
た
め
、

母
が
付
き
添
っ
て
直
ち
に
入
院
、

そ
の
後
も
入
退
院
を
繰
り
返
し
た
。

　
卒
業
後
は
市
外
に
就
職
し
た
が
、

ま
た
、
悩
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　

人
生
の
慶
事
は
そ
の
ま
ま
、
人

生
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
も
あ
っ
た
。

精
神
科
の
医
師
に
初
め
て
統
合
失

調
症
と
診
断
さ
れ
た
の
も
こ
の
頃

だ
っ
た
。
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で
も
、
先
生
の
説
明
を
聞
い

て
い
な
く
て
、
よ
く
分
か
ら
な

か
っ
た
。
付
き
添
っ
た
母
は
認

め
た
く
な
い
様
子
だ
っ
た
。

　
30
代
半
ば
。
う
つ
う
つ
と
し

た
日
々
を
過
ご
し
、
毎
晩
泣
い

た
。
処
方
さ
れ
た
薬
の
量
が
多

く
、
飲
む
の
も
大
変
だ
っ
た
。

苦
し
い
時
に
は
決
ま
っ
て
雅
子

さ
ん
が
慰
め
て
く
れ
た
。

　
精
神
科
医
の
訪
問
診
療
を
頼

ん
で
い
た
６
年
ほ
ど
前
、
自
分

の
病
名
を
尋
ね
た
。
統
合
失
調

症
と
教
え
ら
れ
、
自
覚
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

子
ど
も
が
２
、
３
歳
の
頃
、

ク
ロ
に
言
わ
れ
る
ま
ま
蹴
っ
て

し
ま
っ
た
。
ひ
ど
い
こ
と
を
し

て
し
ま
っ
た
。
今
も
罪
悪
感
に

さ
い
な
ま
れ
る
。

　
ク
ロ
が
現
れ
る
と
、
雅
子
さ

ん
が
「
逃
げ
て
」
と
助
け
て
く

れ
た
。
で
も
、
そ
の
後
は
ク
ロ

も
お
と
な
し
く
な
り
、
今
は
み

ん
な
仲
良
し
家
族
。

　
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
明
る
く
生

き
る
こ
と
。
そ
う
し
な
い
と
人

生
、
損
だ
か
ら
。

　
仕
事
は
農
業
手
伝
い
と
、
家

の
ス
ト
ー
ブ
の
薪
作
り
。

　
趣
味
は
春
先
の
タ
ケ
ノ
コ
掘

り
。
雪
が
解
け
る
と
す
ぐ
、
家

の
山
林
に
出
掛
け
る
。
食
べ
る

の
よ
り
も
掘
る
の
が
楽
し
い
。

体
験
会
を
開
い
て
掘
り
方
を
み

ん
な
に
教
え
た
い
。

　
私
が
朝
、
起
き
る
と
雅
子
さ

ん
は
ま
だ
寝
て
い
る
。
ク
ロ
も

ヒ
ゲ
ジ
イ
も
既
に
起
き
出
し
て

外
に
い
る
。�

（
↖
４
ペ
ー
ジ
へ
）

病
名
、近
年
知
り
自
覚
も

幻
聴

幻
覚

ヒ
ゲ
ジ
イ
ら
加
わ
り
３
人
に

　
【
統
合
失
調
症
】
深
刻
な
精
神

障
害
の
一
つ
で
、
発
症
す
る
と
考

え
が
ま
と
ま
り
づ
ら
く
な
り
、
症

状
と
し
て
幻
聴
や
幻

覚
、
支
離
滅
裂
な
発

言
、
異
常
行
動
、
意

欲
の
低
下
、
認
知
機
能
の
低
下
、

感
情
表
現
の
減
少
な
ど
が
見
ら
れ

る
。

　
症
状
は
徐
々
に
進
行
す
る
特
徴

が
あ
る
が
、
治
療
可
能
と
さ
れ
早

期
治
療
ほ
ど
回
復
に
つ
な
が
る
。

　
有
病
者
は
国
内
で
70
万
人
と
も

80
万
人
と
も
推
計
さ
れ
る
。
人
口

の
０
・
７
～
０
・
８
％
に
当
た
り
、

お
よ
そ
１
０
０
人
に
１
人
が
生
涯

の
う
ち
に
発
症
す
る
計
算
で
、
身

近
な
病
気
と
い
え
る
。

　
最
も
問
題
な
の
が
「
自
殺
」
に

対
し
て
で
、
患
者
の
５
～
６
％
が

遂
げ
、
約
20
％
が
試
み
、
さ
ら
に

多
数
が
意
識
し
て
い
る
と
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
自
殺
傾
向
は
平
均

寿
命
に
直
結
。
統
合
失
調
症
患
者

の
場
合
、
一
般
よ
り
も
約
10
年
、

短
い
と
い
う
。

　
「
統
合
失
調
症
」は
か
つ
て「
精

神
分
裂
病
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
誤

解
や
偏
見
を
招
き
か
ね
な
い
と
し

て
、
日
本
精
神
神
経
学
会
は
２
０

０
２
年
８
月
か
ら
呼

称
を
変
え
た
。

　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト「
こ
こ
ろ
の
情
報
サ
イ
ト
」「
Ｍ

Ｓ
Ｄ
マ
ニ
ュ
ア
ル
家
庭
版
」
な
ど

よ
り
）

６歳で見てから38年、雅子さんは
年を取らない。この服装はよそ行き

雅
子
さ
ん

お酒が大好きなヒゲジイ。昼間は
近くの竹藪にいる

ヒ
ゲ
ジ
イ

クロは、人というより
黒い影だけ

　

幻
聴
幻
覚
は
こ
れ
ま
で
に
、
雅

子
さ
ん
の
ほ
か
、
ひ
げ
面
の
ヒ
ゲ

ジ
イ
、
黒
い
影
だ
け
の
ク
ロ
が
加

わ
っ
た
。
ヒ
ゲ
ジ
イ
は
お
っ
と
り

し
た
好こ

う

々こ
う

爺や

。
で
も
、
ク
ロ
は
違
っ

た
。
粗
暴
な
性
格
で
、
幼
子
へ
の

暴
力
を
そ
そ
の
か
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
精
神
障
害
２
級
と
認

定
さ
れ
た
。今
も
心
療
内
科
に
通
い
、

服
薬
を
続
け
る
。
治
療
の
お
か
げ
で

病
状
が
安
定
し
た
せ
い
か
、
話
し
方

も
考
え
方
も
明
る
い
。
よ
く
笑
う
。

　
40
年
近
く
「
と
も
に
生
き
て
き
た
」

と
い
う
雅
子
さ
ん
を
は
じ
め
、
幻
聴

幻
覚
の
３
人
と
の
生
活
を
語
る
。

統
合
失
調
症

お
よ
そ
100
人
に
１
人 

患
者
の
５
、６
％
自
殺 

早
期
治
療
ほ
ど
回
復

少女漫画風ですが…

私には
こう見える

描・星野 佳子描・星野 佳子

クロ
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（
↙
３
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

　
寝
る
前
に
３
人
と
そ
の
日
を

振
り
返
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
す
る

の
が
楽
し
い
。
例
え
ば
「
今
日

の
私
の
運
転
、ど
う
だ
っ
た
？
」

「
あ
の
人
、
お
も
し
ろ
か
っ
た

ね
」
な
ど
と
、
ね
。

　
３
人
の
中
で
も
雅
子
さ
ん
は

特
別
で
、
私
の
支
え
。
私
が
ど

こ
へ
行
く
に
も
一
緒
に
付
い
て

来
て
く
れ
る
。
い
つ
も
そ
ば
に

い
て
注
意
も
し
て
く
れ
る
。
私

が
予
定
や
約
束
を
守
っ
て
生
活

で
き
る
の
は
雅
子
さ
ん
が
「
ほ

ら
、
予
定
が
あ
る
よ
」
と
か
、

言
っ
て
く
れ
る
か
ら
。

　
で
も
、３
人
は
確
か
に
い
る
。

否
定
さ
れ
て
、
悔
し
く
は
な
い

け
ど
、
残
念
だ
と
思
う
。

　
私
も
治
療
が
進
ん
だ
ら
雅
子

さ
ん
が
見
え
な
く
な
る
の
か

な
？　
そ
れ
も
困
る
な
あ
。

雅
子
� さ
ん

は
生
き
る
支
え

寝
る
前
の
雑
談
楽
し
い

治 療 進むと見えなく治 療 進むと見えなく？？ 困るな 困るなぁぁ

集落を歩く星野佳子さん。昔ながらの趣ある
杉並木の道が集落を貫く

　
３
人
の
存
在
を
誰
か
に
話
し
て
も

否
定
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

　
統
合
失
調
症
の
治
療
を
続
け
な

が
ら
も
、
ど
こ
か
、
完
治
を
望
ん

で
い
な
い
ふ
う
で
も
あ
る
。
症
状

で
あ
る
幻
聴
幻
覚
が
「
プ
ラ
ス
の

働
き
」
を
し
て
、
心
の
バ
ラ
ン
ス

が
絶
妙
に
保
た
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

　
投
資
信
託
「
に
い
が
た
未
来
応
援

日
本
株
フ
ァ
ン
ド
」
を
運
用
す
る
明

治
安
田
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ａ
Ｍ
、
東
京
）
と
、
販
売
す
る
第

四
北
越
証
券（
長
岡
）が
８
月
23
日
、

県
社
会
福
祉
協
議
会
と
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
、
県
看
護
協
会
の
福
祉

３
団
体
に
計
約
１
３
３
８
万
円
を
寄

付
し
ま
し
た
。
両
社
は
県
に
も
１
４

０
０
万
円
を
寄
付
。
今
年
の
寄
付
総

額
は
約
２
７
３
８
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
寄
付
金
は
教
育
格
差
是
正
や
看

護
職
員
の
職
場
環
境
向
上
、
フ
ー
ド

バ
ン
ク
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
フ
ァ
ン
ド
は
、
顧
客
か
ら
の
手
数

料
一
部
を
寄
付
金
と
し
て
蓄
え
る
仕

組
み
で
、
１
年
間
に
貯
ま
っ
た
全
額

を
毎
年
寄
付
し
て
お
り
、
今
回
が
４

回
目
。
フ
ァ
ン
ド
創
設
か
ら
４
年

た
っ
て
顧
客
と
販
売
残
高
と
も
に
伸

び
、
今
年
の
寄
付
総
額
は
昨
年
よ
り

約
４
０
０
万
円
増
え
ま
し
た
。

　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
の
贈
呈

式
で
は
第
四
北
越
証
券
の
今
村
博
社

長
や
明
治
安
田
Ａ
Ｍ
の
西
尾
友
宏
社

長
が
「
こ
の
フ
ァ
ン
ド
が
新
潟
県
の

未
来
を
輝
か
せ
る
よ
う
、
若
者
の
架

け
橋
と
な
れ
る
よ
う
、
さ
ら
に
尽
力

し
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
竹
内
希
六

会
長
は
「
施
設
の
子
ど
も
た
ち
が
夢

や
未
来
を
広
げ
て
い
く
教
育
用
品
や

門
出
の
支
援
に
活
用
し
た
い
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
の
茂
又
悦
子
会
長
と
県
看
護
協

会
の
斎
藤
有
子
会
長
も
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

投
信
収
益

2700
万
円
寄
付

第
四
北
越
証
券
と
明
治
安
田
Ａ
Ｍ

今
年
も
県
社
協
な
ど
３
団
体
と
県
へ

贈呈式後に記念撮影する第四北越証券の今村博
社長（右端）と県社協の竹内希六会長（右から３人
目）、明治安田AMの西尾友宏社長（左端）ら
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長
岡
会
場

企
業
団
体
の
出
展
も

　
長
岡
会
場
は
10
月
29
日（
日
）

午
前
10
時
に
「
道
の
駅　
な
が

お
か
花
火
館
」
で
開
催
。「
農

福
マ
ル
シ
ェ
」
は
農
業
と
福
祉

の
コ
ラ
ボ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ほ

か
、社
会
福
祉
法
人
や
企
業
が
、

福
祉
関
連
の
最
新
の
情
報
や
商

品
を
出
展
し
ま
す
。

　
講
座
で
は
、
認
知
症
の
人
を

１
人
の
人
と
し
て
尊
重
し
ケ
ア

す
る
「
パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー

ド・ケ
ア
」
を
学
ぶ
方
向
で
す
。

セ
ミ
ナ
ー
は「
任
意
後
見
制
度
」

「
相
続・相
続
税
」
な
ど
が
テ
ー

マ
の
予
定
。

　
建
物
の
前
の
さ
じ
き
広
場
で

は
子
ど
も
向
け
の
「
鉄
棒
ぶ
ら

下
が
り
」「
落
書
き
コ
ー
ナ
ー
」

が
設
け
ら
れ
ま
す
（
雨
天
の
場

合
、
中
止
も
あ
り
ま
す
）。

上
越
会
場

世
界
最
高
齢
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

若
宮
正
子
さ
ん
講
演

　
上
越
会
場
は
11
月
12
日（
日
）

午
前
10
時
、
高
田
城
祉
公
園

オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
81
歳
で

ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
を
開
発
し
「
世

界
最
高
齢
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
若
宮
正
子
さ
ん

（
88
）
が
「
人
生
は
60
歳
か
ら

が
お
も
し
ろ
い
」
を
講
演
。

　
さ
ら
に
、
順
天
堂
大
学
准
教

授
で
Ｔ
Ｖ
番
組
で
の
筋
肉
体
操

で
知
ら
れ
る
谷
本
道
哉
さ
ん

が
「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
カ
ラ

ダ
づ
く
り
」
と
題
し
、
会
場
と

一
緒
に
筋
肉
体
操
を
楽
し
み
ま

す
。

　
こ
の
ほ
か
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
や
、
福
祉
・

介
護
・
健
康
関
連
の
講
座
・
セ

ミ
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

新
潟
会
場

全
盲
桂
福
点
さ
ん
登
壇

　
11
月
25
日
（
土
）
午
前
９
時

30
分
、
新
潟
市
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
（
中
央
区
）
で
開
催
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
全
盲
の
落

語
家
・
桂
福
点
さ
ん
が
「
出
会

い
は
心
の
光
～
障
が
い
者
理
解

を
す
す
め
る
た
め
に
（
仮
）」

と
題
し
講
演
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
元
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー

で
ロ
ン
ド
ン
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス

ト
村
田
諒
太
さ
ん
と
、
加
茂
市

出
身
の
元
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
高
橋

竜
平
さ
ん
が
一
緒
に
登
壇
。
健

康
な
体
と
ボ
ク
シ
ン
グ
へ
の
情

熱
を
語
り
合
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
新
潟
日
報
社
主

催
「
健
活
講
座
」
の
一
環
と
し

て
「
生
活
習
慣
病
」「
日
々
の

食
事
」
の
講
座
も
あ
り
ま
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
以
外
で
は
、
フ
ェ

ア
の
テ
ー
マ
に
関
し
た
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
企
業
・
団
体
が
出

展
。
飲
食
ブ
ー
ス
や
大
抽
選

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
昨
年

同
様
、
多
彩
で
盛
り
だ
く
さ
ん

の
催
し
と
な
る
予
定
で
す
。

 著名人講演、セミナー、講座… 

長
岡
10
月
29
日

上
越
11
月
12
日

新
潟
11
月
25
日

　
地
域
共
生
社
会
を
目
指
し
て
「
福
祉
・
介
護
・
健
康
フ
ェ
ア
」
が
10
月
～
11
月
、
今
年
も
長
岡

と
上
越
、
新
潟
の
３
会
場
で
開
か
れ
ま
す
。
今
年
は
、
長
岡
が
会
場
も
開
催
日
も
変
更
。「
道
の

駅　
な
が
お
か
花
火
館
」（
喜
多
町
）
で
１
日
だ
け
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
人
気
の
あ
る
施
設
だ

け
に
、
に
ぎ
わ
い
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
一
方
、
福
祉
と
農
業
を
つ
な
ぐ
農
産
物
販
売
と
し
て
好
評

の
「
農
福
マ
ル
シ
ェ
」
が
今
年
も
３
会
場
で
開
設
さ
れ
ま
す
。
フ
ェ
ア
は
新
潟
日
報
社
と
新
潟
県

社
会
福
祉
協
議
会
、
開
催
地
の
３
市
社
協
の
主
催
で
す
。（
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
解
く
だ
さ
い
）

客席がぎっしり埋まった新潟会場の講演会＝令和４年

福祉福祉・・介護介護・・健康フェア健康フェア  多催に多催に「
地
域
共
生
社
会
」目
指
し
て
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ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償

プラン
1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円 550円

65,000円

32,500円

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

特定感染症
重点プラン

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆特定感染症重点プランでは中途加入の場合でも補償開始日より特定感染症が補償対象となります。
◆年度途中でご加入される場合も上記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お 1人につきいずれかのプラン 1口のみとなります。

＊3月末までに契約手続きが完了し、前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

ふくしの保険 検 索

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

https://www.fukushihoken.co.jp令和５年度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ22-12223より抜粋して作成〉

商品パンフレットは
コチラから
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燕
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
不
要

と
な
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
や
制
服
、
学

用
品
な
ど
を
必
要
な
人
に
譲
渡
す
る

「
学
用
品
等
リ
ユ
ー
ス
会
」
を
、
10

月
14
日（
土
）午
後
１
時
30
分
か
ら
、

燕
市
吉
田
日
之
出
町
の
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
初
め

て
開
き
ま
す
。

　
今
年
５
月
か
ら
、
不
要
な
学
用
品

の
提
供
を
広
く
市
民
に
募
っ
た
と
こ

ろ
、
ラ
ン
ド
セ
ル
60
個
を
は
じ
め
、

中
学
高
校
の
男
子
学
生
服
、
女
子

セ
ー
ラ
ー
服
、
体
操
着
、
柔
道
着
、

ワ
イ
シ
ャ
ツ
な
ど
の
衣
類
の
ほ
か
、

鉛
筆
や
ノ
ー
ト
、
習
字
道
具
、
辞
書

な
ど
、
多
種
多
様
な
学
用
品
が
数
多

く
集
ま
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
開
会
時
間
内
に
会
場
を

訪
れ
た
人
が
リ
ユ
ー
ス
品
を
直
接
、

手
に
取
り
、
欲
し
い
場
合
は
無
料
で

譲
り
受
け
ら
れ
ま
す
。
申
し
込
み
や

予
約
な
ど
一
切
、
不
要
で
す
。

　
市
社
協
は
、
循
環
型
社
会
を
目
指

す
一
環
と
し
て
、
学
用
品
リ
ユ
ー
ス

会
を
初
め
て
計
画
。
市
内
の
フ
ー
ド

バ
ン
ク
や
こ
ど
も
食
堂
、
行
政
な
ど

の
協
力
を
得
て
、
リ
ユ
ー
ス
会
実
施

の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
リ
ユ
ー
ス
会
は
、
新
学
期
を
前
に

し
た
来
年
３
月
に
も
開
催
す
る
予
定

で
、
引
き
続
き
、
不
要
品
の
提
供
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
燕
市
社
会
福
祉
協

議
会
地
域
福
祉
課
、
電
話
０
２
５
６

（
７
８
）
７
８
６
６
。

必
要
な
人
へ
無
料
譲
渡

市
民
提
供
の
中
高
制
服
、
学
用
品

10
月
14
日
に
初
の
リ
ユ
ー
ス
会

「リユース会」へと、市民から数多く提供された不要の制服
や学用品など

第73回新潟県民福祉大会　10月19日に上越市で開催
　老人福祉法施行60周年を記念して第73回「新潟県民福祉大
会」（主催：県、県社会福祉協議会、県共同募金会、上越市、
上越市社会福祉協議会）を開催します。
　式典では社会福祉功労者を表彰します。その後、消化器科の
専門医が「寝たきりを防ぐ！」をテーマに記念講演を行います。

◆ 期日：令和５年10月19日（木）
◆ 場所：上越文化会館
◆ 内容
 　　▶ 式典
  　　　社会福祉功労者に対し県知事表彰、県社会福祉協議会長表彰、県共同募金会長表彰を行います。
 　　▶ 記念講演
  　　　�「寝たきりを防ぐ！『脳卒中』『認知症』にならない食事と運動のコツ」と題して「近藤しんたろう

クリニック」（東京都渋谷区）の近藤慎太郎院長が講演します。近藤院長は、特技の漫画を描いて
医療情報を正しく伝える活動をしているほか「胃がん・大腸がんを治す・防ぐ！」などの著書
があります。

◆ その他
 　　開催要綱、申込書等は新潟県社会福祉協議会ホームページに掲載しています。
◆ 問い合わせ
 　新潟県社会福祉協議会　総務管理課
 　▶ 電話：025（281）5520
 　▶ ホームページ：https://www.fukushiniigata.or.jp　「新潟県社協」で検索

令和４年の県民福祉大会＝長岡市

燕市社協
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　社会福祉法第119条に基づき新潟県における令和５年度共同募金計画について、次のとおり公告します。
　� 令和５年10月　社会福祉法人　新潟県共同募金会　会長　佐藤　明　
１　募金募集の期間
　　●一般募金　令和５年10月１日から令和５年12月31日まで　●地域歳末たすけあい募金　令和５年12月１日から令和５年12月31日まで
　　●NHK歳末たすけあい募金　令和５年12月１日から令和５年12月25日まで　●テーマ型募金　令和６年１月１日から令和６年３月31日まで
２　募金の目標額　473,226千円	 	 	 	 	 	 	
　　一般募金　368,018千円　地域歳末たすけあい募金　73,708千円　NHK歳末たすけあい募金　8,500千円　テーマ型募金　23,000千円
３　配分の範囲	 	 	 	 	 	 	
　　新潟県内において、社会福祉事業、更生保護事業その他の社会福祉を目的とする事業を実施する者(国及び地方公共団体を除く）とする。
４　配分の計画及び変更
　　配分要望のあった次に掲げる事業に対し、募金実績の範囲内において配分を行う。

（１）一般募金の配分
①広域配分計画�
●県広域社会福祉団体� （単位：千円）

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
新潟県社会福祉協議会 5,783 県民福祉大会等
新潟県母子寡婦福祉連合会 300 県母子寡婦福祉大会
新潟県保育連盟 300 保育所問題研究委員会
新潟県身体障害者団体連合会 640 県身体障害者福祉大会等
新潟県老人クラブ連合会 416 県老人福祉大会
新潟県肢体不自由児協会 230 ふれ愛作品展
新潟県保護司会連合会 300 研修事業等
新潟県民生委員児童委員協議会 387 研修事業等
新潟県災害ボランティア調整会議 300 研修事業等
新潟県精神障害者家族会連合会 270 福祉フォーラムの開催
新潟いのちの電話 469 電話相談員養成事業
新潟県里親会 300 県里親大会等

●県広域社会福祉施設
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

ゆうーわ 1,000 車両の購入
デイホーム有田 1,500 車両の購入
自立生活センター新発田 1,425 車両の購入
第二平成園 1,500 車両の購入
大浦の里 1,500 車両の購入
ケアセンターうしろやま 1,500 車両の購入
鹿瀬デイサービスセンター 1,500 車両の購入
出雲崎町デイサービスセンター 1,500 車両の購入
夢工房 1,319 車両の購入
きらきら保育園 2,000 園舎外壁張替工事
ドリームネクスト 1,349 ITCスマート農業化整備
こうめの里 2,000 特殊浴槽の入替
はさぎの里 2,000 特殊浴槽の入替
ケアハウスだいろ 2,000 浴槽系統ろ過装置更新
桜花園 2,000 空調設備の入替
ケアハウスひう 2,000 特殊浴槽の入替
大井田保育園 346 玄関ドア工事電気錠取付
グリーンホームふたば 94 喀痰吸引機の購入
熊と森の湯 1,490 ネットワークカメラの設置
親里 2,000 全自動洗濯機の購入
スマイル赤泊 1,619 全自動洗濯脱水機の購入
しゃくなげの里 2,000 特殊浴槽の入替
みなみ園 1,300 空調設備の入替
ハートワーク高浜 742 除雪機の購入

●社会福祉協議会地域活動用車両
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

新発田市社会福祉協議会ほか２団体 2,863 車両の購入

●地域活動支援センター
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

地域活動支援センターなごみ他10団体 1,600 研修・交流事業等

●児童養護施設等就労支援			 
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

児童養護施設等に在籍する生徒等 5,000 運転免許取得費

●地域活動支援助成
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

美穂の里 300 里親子支え合い事業
南区たすけあい・ぱる 150 居場所カフェ備品整備事業
●障害者支援施設車両	

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
障害者支援施設 4,500 車両の購入
●テーマ型募金支援

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
福祉団体等 4,000 活動費
●その他

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
災害等準備金積立金 13,500 災害時の活動積立金
災害見舞金 1,000 火災・水害の見舞金等
共同募金運動推進費 66,310 運動推進のための経費
●赤い羽根ポスト・コロナ社会に向けた福祉活動応援助成

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
福祉団体等 1,000 活動費等

②地域配分計画
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

地域福祉団体、社会福祉協議会など 52,795 高齢者への支援
10,666 障害児（者）への支援
23,960 児童・青少年への支援
4,828 課題を抱える人への支援

130,167 その他

（２）地域歳末たすけあい
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

地域福祉団体、社会福祉協議会など 34,786 高齢者への支援
1,492 障害児（者）への支援
1,973 児童・青少年への支援
350 課題を抱える人への支援

35,107 その他

（３）NHK歳末たすけあい
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

福祉団体・難病患者支援団体など 8,500 車両整備等

（４）テーマ型募金
①あったか雪募金

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
除雪ボランティア団体等 3,000 除雪資材の購入等
②新テーマ型募金

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
福祉団体等 20,000 活動費等

※ �詳細な事業内容については赤い羽根データベース 
はねっと（https://hanett.akaihane.or.jp/）をご覧
ください。

令和５年度共同募金公告令和５年度共同募金公告

情 報赤い羽根赤い羽根
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第
77
回
「
赤
い
羽
根
共
同
募

金
」
が
10
月
１
日
、
全
国
一
斉
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
募
金
は

来
年
３
月
31
日
ま
で
で
、
県
内

の
目
標
額
は
４
億
７
３
２
２
万

円
で
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、

お
住
ま
い
の
町
の
さ
ま
ざ
ま
な

福
祉
活
動
や
、
防
災
・
滅
災
の

た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
も
変
わ
ら
ぬ
温
か
い
善

意
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
共
同
募
金
運
動
は
令
和
５
年

度
も
「
つ
な
が
り
を
た

や
さ
な
い
社
会
づ
く
り

～
あ
な
た
は
一
人
じ
ゃ

な
い
～
」
を
全
国
共
通

助
成
テ
ー
マ
に
展
開
さ

れ
ま
す
。

　
中
央
共
同
募
金
会
作

成
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
＝

写
真
＝
に
は
「
♪
募
金

で
支
え
ら
れ
た
人
は
、

募
金
で
支
え
る
人
に
な

る
♪
」
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
記
さ
れ
、
募
金
の

大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま

す
。

　
新
潟
市
西
蒲
区
共
同
募
金
委

員
会
は
、
子
ど
も
た
ち
に
学
習

を
通
し
て
「
赤
い
羽
根
共
同
募

金
」
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も

ら
お
う
と
、
学
童
保
育
の
岩
室

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
で
「
福
祉
教

育
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
活
用

術
！
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
に
通
う
子

ど
も
た
ち
約
20
人
が
参
加
し
、

西
蒲
区
共
同
募
金
委
担
当
の
職

員
か
ら
募
金
の
目
的
や
使
い
道

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
後
、
全
員
で
赤
い
羽
根
の

ポ
ス
タ
ー
を
切
り
絵
で
作
成
し

ま
し
た
＝
写
真
＝
。

　
出
来
上
が
っ
た
ポ
ス
タ
ー
は

10
月
の
１
カ
月
間
、
新
潟
市
中

央
区
の
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

１
階
の
屋
内
イ
ベ
ン
ト
広
場
で

展
示
さ
れ
ま
す
。

　
「
募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
第
12
弾
（
実
施
期
間
５
月

８
日
～
７
月
２
日
）
で
集
ま
っ

た
募
金
約
１
０
９
万
円
の
贈
呈

式
が
８
月
30
日
、
新
潟
市
中
央

区
の
株
式
会
社
ウ
オ
ロ
ク
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）
本
社

で
行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ス
ー

パ
ー
の
ウ
オ
ロ
ク
各
店
舗
で
対

象
商
品
の
サ
ン
ト
リ
ー
飲
料
を

購
入
す
る
と
１
本
に
つ
き
１
円

が
共
同
募
金
に
寄
付
さ
れ
る
仕

組
み
で
す
。

　
贈
呈
式
で
は
ウ
オ
ロ
ク
Ｈ
Ｄ

の
本
多
伸
一
社
長
か
ら
新
潟
県

共
同
募
金
会
の
佐
藤
明
会
長
へ

寄
付
金
１
０
９
万
８
０
９
４
円

の
目
録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
多
社
長
は
「
地
域
社
会
と

の
共
生
は
私
た
ち
の
企
業
の
理

念
で
あ
り
、
こ
の
活
動
を
通
じ

て
地
域
社
会
の
向
上
に
つ
な
げ

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
佐
藤
会

長
は
謝
辞
の
中
で
「
地
域
福
祉

の
ほ
か
、
感
染
症
や
物
価
高
騰

で
社
会
的
に
困
窮
し
孤
立
し
て

い
る
人
の
支
援
に
役
立
て
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

つ
な
が
り 

絶
や
さ
ぬ
社
会
へ 

　
赤
い
羽
根
募
金
始
ま
る情

報

赤
い
羽
根

赤
い
羽
根

赤
い
羽
根

情

報

赤
い
羽
根

赤
い
羽
根

赤
い
羽
根

赤
い
羽
根
共
同
募
金

目
的
や
使
途
を
解
説

岩
室
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
で

西
蒲
区
募
金
委
が
学
習
会

募
金
百
貨
店
第
12
弾
寄
付

県
共
募
へ
109
万
円

ウオロク
H　　D
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10
月
１
日
～
11
月
30
日
の
２
カ
月

間
は
全
国
一
斉
に
「
麻
薬
・
覚
醒

剤
・
大
麻
乱
用
防
止
運
動
」
の
期
間

で
す
。
新
潟
県
を
は
じ
め
と
す
る
各

都
道
府
県
と
厚
生
労
働
省
は
今
年
も

薬
物
乱
用
の
根
絶
へ
向
け
、
薬
物
乱

用
の
害
悪
を
訴
え
、
県
民
の
意
識
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

　
期
間
中
、
新
潟
県
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
広
報
す
る
ほ
か
、
ポ
ス
タ
ー
掲

示
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど
を
通

じ
て
運
動
展
開
に
努
め
ま
す
。

　

乱
用
が
問
題
の
主
な
薬
物
は
麻

薬
、
覚
醒
剤
、
大
麻
、
シ
ン
ナ
ー
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
で
す
。
特
に
大
麻
は

「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
ド
ラ
ッ
グ
」
と

呼
ば
れ
、
他
の
薬
物
使
用
の
き
っ
か

け
に
な
る
恐
れ
が
強
い
と
さ
れ
ま

す
。
薬
物
乱
用
は
大
切
な
脳
に
悪
影

響
を
も
た
ら
し
、
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

た
脳
は
決
し
て
元
に
戻
り
ま
せ
ん
。

　
大
麻
で
の
全
国
の
検
挙
者
数
は
７

年
連
続
で
増
え
、
過
去
最
多
を
更
新

し
て
い
ま
す
。
中
で
も
30
歳
以
下
の

検
挙
者
数
は
全
体
の
６
割
を
占
め
て

お
り
、
若
者
へ
の
大
麻
の
浸
透
が
深

刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
薬
物
の
乱
用
は
、
乱
用
者
本
人

の
健
康
問
題
だ
け
で
な
く
、
犯
罪

に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
本
人
は
も

と
よ
り
、
家
族
や
社
会
に
及
ぼ
す

影
響
が
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
悲
劇
や
不
幸
を
防
ご

う
と
、
県
は
運
動
を
通
し
、
薬
物

乱
用
の
危
険
性
や
害
悪
を
広
く
県

民
に
知
ら
せ
て
い
く
方
針
で
す
。

　
買
い
物
を
し
て
会
計
を
済
ま
せ

た
後
の
こ
と
で
す
。

　
財
布
の
口
が
よ
く
閉
ま
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
バ
ッ
グ

に
し
ま
お
う
と
し
た
瞬
間
、
小
銭

を
盛
大
に
床
に
ぶ
ち
ま
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
「
あ
～
あ
」
と
い
う
周
囲
の
視

線
を
感
じ
つ
つ
「
や
れ
や
れ
拾
う

か
…
」
と
し
ゃ
が
み
込
む
と
、
こ

ち
ら
に
パ
タ
パ
タ
と
駆
け
寄
っ
て

く
る
足
音
が
。

　
小
学
生
低
学
年
く
ら
い
で
し
ょ

う
か
、
１
人
の
女
の
子
が
一
緒
に

拾
う
の
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
最
後
に
「
あ
り
が
と
う
」
と

言
う
と
、
女
の
子
は
こ
く
り
と
う

な
ず
い
て
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

見
て
見
ぬ
ふ
り
も
で
き
た
だ
ろ
う

に
、
思
わ
ぬ
助
け
船
で
し
た
。

　
他
の
人
を
助
け
よ
う
と
す
る
自

発
的
行
動
を
、
心
理
学
で
は
「
向

社
会
的
行
動
」
と
言
う
そ
う
で
す
。

あ
る
研
究
に
よ
れ
ば
、
子
ど
も
が

こ
う
い
っ
た
行
動
を
す
る
の
は
、

誰
か
に
褒
め
ら
れ
る
か
ら
で
は
な

く
、
自
分
が
う
れ
し
く
な
る
か
ら

な
の
だ
と
か
。
損
得
で
は
な
く
、

自
分
の
内
側
か
ら
生
ま
れ
る
思
い

や
気
持
ち
に
対
し
て
素
直
に
行
動

で
き
る
勇
気
は
、
す
っ
か
り
大
人

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
私
た
ち
も
見

習
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

　
小
さ
な
親
切
が
私
の
心
を
温
か

く
し
て
く
れ
た
よ
う
に
、
思
い
や

り
の
気
持
ち
か
ら
生
ま
れ
る
ぬ
く

も
り
は
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
あ
の
女
の
子
が
、
成
長
し
て

も
誰
に
も
優
し
い
気
持
ち
を
持
ち

続
け
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。
そ

の
土
台
を
築
く
の

が
、
大
人
で
あ
る

私
た
ち
の
役
割
な

の
で
し
ょ
う
。�

�

（
実
央
）

小 さ な 親 切 で 心 温 か

優
し
さ
と
い
う
力

ずず
～～
むむ

２
０
２
３
Vol.70

麻薬 覚醒剤大 麻

乱用防止へ運動
10～11月  県が展開
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「
福
祉
の
現
場
」
へ
は
「
勧

め
ら
れ
て
」
と
い
う
。

　
以
前
、
就
職
に
迷
っ
た
時
期

が
あ
り
、
当
時
、
発
足
し
て
２

年
目
の
「
地
域
た
す
け
あ
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」（
以
下
「
地

域
ネ
ッ
ト
」）

の
関
係
者
の
勧
め
で
ヘ
ル
パ
ー

２
級
（
当
時
）
を
取
得
。
直
後

の
２
０
０
１
年
、
ヘ
ル
パ
ー
と

し
て
職
員
に
。「
利
用
者
に
感

謝
さ
れ
、
自
分
の
居
場
所
を
見

付
け
た
気
が
し
た
」

　

以
降
、
常
勤
職
員
、
理
事
、

副
理
事
長
と
歩
み
、
推
さ
れ
て

昨
年
５
月
、
５
代
目
の
理
事
長

に
。「
今
も
毎
日
、
ヘ
ル
パ
ー

と
し
て
現
場
に
出
ま
す
。
歴
代

理
事
長
（
全
員
女
性
）
も
そ
う

で
し
た
。
現
場
を
実
感
し
続
け

る
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

　
法
人
の
活
動
す
べ
て
に
責
任

を
持
つ
理
事
長
と
し
て
、
就
任

直
後
か
ら
決
断
を
迫
ら
れ
た
の

が
本
部
の
裏
庭
に
あ
る
古
い
蔵

へ
の
対
応
だ
っ
た
。

　
「
解
体
か
修
復
か
、
議
論
を

重
ね
ま
し
た
」

　
金
物
の
町
、
三
条
で
か
つ
て

鍛
冶
職
人
が
多
く
住
ん
だ
旧
鍛

冶
町
（
現
在
の
本
町
５
、６
）。

そ
こ
の
築
後
約
１
０
０
年
と
い

う
町
屋
の
古
民
家
が
「
地
域

ネ
ッ
ト
」
の
活
動
拠
点
だ
。
か

じ
ま
ち
の
家
と
呼
ば
れ
、
法
人

本
部
を
構
え
る
ほ
か
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
子
ど
も
食
堂
、
売

店
な
ど
も
運
営
す
る
。

　
そ
こ
に
移
っ
た
２
０
０
３
年

以
降
、
蔵
は
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に

使
わ
れ
た
。
新

た
に
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
棟
が
建
つ

と
、
蔵
は
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
し
て

活
用
さ
れ
た
。

　
「
そ
の
後
、

蔵
は
床
が
傾
く

ほ
ど
老
朽
化
し
、
解
体
か
修
復

か
悩
ん
だ
の
で
す
」

　
修
復
工
事
は
、
見
積
も
り
で

４
０
０
万
円
が
必
要
と
分
か
っ

た
。
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の

「
テ
ー
マ
型
募
金
」に
応
募
し
た
。

実
施
し
た
い
活
動
と
目
標
金
額

を
掲
げ
て
協
力

を
呼
び
掛
け
る

仕
組
み
だ
が
、

目
標
額
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。

独
自
に
展
開
し
た
募
金
を
併
せ

て
も
見
積
金
額
は
遠
か
っ
た
。

　
「
そ
れ
で
も
会
議
で
、
地
域

の
人
が
集
ま
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
場
が
必
要
だ
と
の
結

論
に
至
り
ま
し
た
。
費
用
の
不

足
分
は
法
人
が
負
担
し
ま
す
」

　
法
人
は
本
年
度
事
業
の
一
つ

に
「
蔵
の
再
生
と
活
用
」
を
掲

げ
た
。
今
秋
に
着
工
、
床
や
外

観
を
修
復
し
て
11
月
に
は
完
成

す
る
見
通
し
。

　
一
つ
、
乗
り
越
え
て
も
課
題

は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。

　
「
地
域
ネ
ッ
ト
」
は
、
訪
問

介
護
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
家
事

代
行
な
ど
の
た
す
け
あ
い
事
業

の
利
用
会
員
と
担
い
手
の
参
加

会
員
を
募
り
、
住
民
参
加
型
の

さ
さ
え
あ
い
を
進
め
る
。
長
寿

高
齢
社
会
に
必
要
な
取
り
組
み

だ
が
、
法
人
と
し
て
人
手
不
足

が
否
め
な
い
と
い
う
。

　
人
材
を
求
め
て
、
６
月
に
長

岡
市
で
開
か
れ
た
「
福
祉
の
し

ご
と　
就
職
フ
ェ
ア
」
に
は
理

事
長
も
出
向
き
、
求
職
者
た
ち

と
面
談
し
た
。

　
「
職
員
採
用
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
う
し
た
活
動

は
今
後
に
生
き
る
と
思
う
」

　
以
前
、
活
動
拠
点
で
開
い
た

展
覧
会
を
訪
れ
た
求
職
者
が
い

て
会
話
が
弾
ん
だ
。
こ
う
し
た

経
験
か
ら
、
小
さ
な
縁
も
大
切

に
と
考
え
る
。「
蔵
を
活
用
し
て

訪
れ
る
人
が
増
え
れ
ば
、
人
手

不
足
解
消
に
良
い
結
果
を
生
む

か
も
、
と
期
待
し
ま
す
」

蔵
修
復
し
住
民
集
ま
る
場
に

修復される「蔵」。住民交流の場となる

福 祉 の 現 場
No.62

―�福祉の現場で働く人たちに�
� 思いを聞きました―

山や
ま
ざ
き﨑 
千ち

よ

こ
代
子 

さ
ん

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
地
域
た
す
け
あ
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
理
事
長

�
介
護
福
祉
士

▶法人本部
＜地域たすけあいネットワーク＞
〒 955-0071
三条市本町 6-3-76
Tel 0256（34）2448

連

絡

先

「地域たすけあいネットワーク」の活動拠点
「かじまちの家」
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病
が
あ
れ
ば
治
癒
を
望

む
―
。
こ
れ
は
、
誰
し
も

当
然
の
こ
と
と
思
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
今
号
の
統

合
失
調
症
の
女
性
に
は
必

ず
し
も
当
て
は
ま
ら
な
い

部
分
が
あ
る
よ
う
で
、
戸

惑
い
な
が
ら
取
材
し
た
。

　

統
合
失
調
症
の
特
徴
的

症
状
、
幻
聴
幻
覚
で
見
え

る
１
人
を「
人
生
の
支
え
」

と
い
い
、
治
療
が
進
ん
で

見
え
な
く
な
る
こ
と
を
心

配
し
て
い
る
の
だ
。
症
状

が
支
え
だ
な
ん
て
、
あ
り

得
る
の
か
、
あ
る
医
師
に

意
見
を
求
め
た
。「
と
て
も

珍
し
い
。
だ
け
ど
、
否
定

せ
ず
に
受
け
入
れ
て
寄
り

添
う
こ
と
が
大
切
」

　

障
害
や
病
気
、
生
き
づ

ら
さ
を
抱
え
る
当
事
者
を

「
福
祉
に
い
が
た
」は
昨
年

初
め
か
ら
取
り
上
げ
続
け

て
い
る
。
狙
い
は
、
当
事

者
た
ち
の
事
情
や
思
い
を

大
勢
に
知
っ
て
ほ
し
い
か

ら
。
そ
う
す
る
こ
と
で
障

害
や
病
気
、
生
き
づ
ら
さ

へ
の
理
解
が
広
が
る
の
で

は
な
い
か
、
当
事
者
も
暮

ら
し
や
す
い
社
会
に
、
少

し
で
も
近
づ
く
の
で
は
な

い
か
。
あ
ま
り
に
さ
さ
や

か
な
試
み
で
は
あ
る
が
、

そ
う
信
じ
た
い
。�　
（
佐
）

編
集
後
記

パレット新潟店営業日

　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
２
階

の「
図
書
情
報
ル
ー
ム
」（
通
称・

ユ
ニ
ゾ
ン
の
図
書
館
）
が
お
薦

め
す
る
「
今
月
の
本
」。

さ
ら
な
る
長
寿
目
指
し

　
高
齢
者
医
療
の
第
一
人
者
で

「
80
歳
の
壁
」
な
ど
多
く
の
著

書
の
あ
る
和
田
秀
樹
氏
。
今
回

の
「
70
歳
の
正
解
」
は
、
脳
と

体
の
健
康
を
守
り
、
さ
ら
な
る

長
寿
へ
向
か
う
に
は
60
代
か
ら

70
代
の
生
き
方
が
重
要
で
、
そ

の
「
正
解
」
を
伝
え
る
の
が
本

書
の
狙
い
と
い
う
。

　
行
き
着
く
と
こ
ろ
の
正
解
は

「
脳
」
の
た
め
に
「
死
ぬ
ま
で

勉
強
」
を
。
一
方
の
「
体
」
の

た
め
に
は
「
自
然
に
体
を
動
か

す
こ
と
、
つ
ま
り
働
く
こ
と
」

と
断
じ
る
。

　
脳
の
た
め
の
勉
強
に
大
切
な

記
憶
力
は
脳
科
学
の
見
地
か
ら

「
75
歳
ま
で
衰
え
な
い
」
と
論

じ
る
。
一
方
、
忘
れ
や
す
い
こ

と
へ
の
対
策
と
し
て
、
目
や
耳

か
ら
の
情
報
を
口
に
出
す
な
ど

「
復
習
」
を
繰
り
返
せ
ば
、
記

憶
を
定
着
で
き
る
と
い
う
。

　
次
に
、
人
の
幸
福
度
に
最
大

の
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
の
は
配

偶
者
の
死
よ
り
も
「
失
業
」
だ

と
い
う
。
そ
れ
ほ
ど
、
働
く
こ

と
が
大
切
と
力
説
。
逆
に
「
遊

ん
で
暮
ら
す
」
こ
と
に
人
間
の

脳
は
す
ぐ
、
飽
き
て
し
ま
う
と

か
。「
働
く
」
は
勤
務
だ
け
で

な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
何
事
に
も
好
奇
心
を
持
っ
て

新
し
い
こ
と
に
触
れ
、
社
会
と

の
接
点
を
持
ち
続
け
れ
ば
「
老

境
よ
、
ど
ん
と
来
い
！
」。
そ

う
言
え
た
ら
、
す
ご
い
。

相
手
の
身
に
な
り
考
え
る

　
有
名
な
２
人
の
名
前
に
引
か

れ
、
絵
本
「
ど
ん
な
か
ん
じ
か

な
あ
」
を
手
に
取
っ
た
。

　
絵
は
、
週
刊
文
春
の
表
紙
絵

な
ど
、
温
か
み
の
あ
る
筆
致
で

お
な
じ
み
の
故
和
田
誠
さ
ん
。

文
は
俳
優
や
歌
手
、
小
説
家
、

政
治
家
な
ど
、
か
つ
て
マ
ル
チ

に
活
動
し
た
中
山
千
夏
さ
ん
。

２
０
０
５
年
発
刊
、
19
年
に
は

13
刷
を
重
ね
、
好
評
だ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
動
け
な
い
「
ひ
ろ
く
ん
」
は

友
達
の
身
に
な
っ
て
考
え
て
み

る
。目
の
み
え
な
い「
ま
り
ち
ゃ

ん
」
に
は
「
み
え
な
い
っ
て
ど

ん
な
か
ん
じ
か
な
」
と
目
を
つ

む
っ
て
疑
似
体
験
。「
た
く
さ

ん
の
お
と
」が
聞
こ
え
て
驚
く
。

次
に
耳
の
聞
こ
え
な
い
友
達
な

ど
の
気
持
ち
を
推
し
量
る
。

　
動
け
な
い
ひ
ろ
く
ん
を
思
い

や
る
友
達
の
言
葉
に
、
ひ
ろ
く

ん
、
考
え
る
。
だ
か
ら
、
ひ
ろ

く
ん
。「
う
ご
け
な
い
っ
て（
略
）

す
ご
い
の
か
も
」。

　
ひ
ろ
く
ん
、
ま
た
い
ろ
い
ろ

と
考
え
た
。「
う
ご
け
る
っ
て
、

ど
ん
な
か
ん
じ
か
な
」

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

10月2023年

…は休業日11：30～16：30営業
時間

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

11月2023年


